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■底質の平面分布 

出 典 ：「昭 和 ５９年 度  習 志 野 地 区 （谷 津 干 潟 周 辺 ）共 同 福 利 施 設 に関 する事 前 調 査 報 告

書 、昭 和 59 年 11 月 、公 害 防 止 事 業 団 ・（社 ）環 境 情 報 科 学 センター」 
出 典 ：「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3 月 、環 境 庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 

泥 が砂 泥 に変 化  

砂 泥  

砂  

泥  

砂 泥  

砂  

泥  

【1984・1985 年 頃 】 【1995 年 度 頃 】 

【1995 年 】 

砂 の割 合 が増 加 し、シルト・粘 土 の割 合 が低 下  

平 面 分 布  

同 一 地 点 における粒 度 組 成  

出 典 ：和 田 麻 美 ・大 城 亨 太 ・鯉 渕 幸 生 ・佐 藤 慎 司 ・磯 部 雅 彦 (2010)：秋 季 の東 京

湾 の栄 養 塩 収 支 における谷 津 干 潟 の機 能 評 価 に関 する現 地 観 測  海 岸 工

学 論 文 集  Vol.55, No.2, Page1126-1130 

【2007 年 】 

泥 厚  

出 典 ：「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3 月 、環 境 庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 

全 域 で泥 厚 が減 少 し、東 側 では泥 はほとんど堆 積 していない 

【1984 年 】 

【1995 年 】 
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■底質の変化状況 

■貝殻の堆積状況 

シルト・粘 土 含 有 率 (泥 の指 標 ) 

出 典 ： 

「昭 和 ６０年 度  習 志 野 地 区 共 同 福 利 施 設 実 施 基 本 調

査 業 務 報 告 書 、昭 和 61 年 3 月 、公 害 防 止 事 業 団 ・国 際

航 業 株 式 会 社 」 

「東 京 湾 奥 部 谷 津 干 潟 の 1986-87 年 冬 期 における底 質

環 境 ならびにマクロベントスの生 息 状 況 と垂 直 分 布  日 本

ベントス学 会 誌  Vol.54, Page36-43」 

「昭 和 ６３年 度  習 志 野 地 区 （第 ２期 ）共 同 福 利 施 設 基 本

計 画 現 況 調 査 報 告 書 、平 成 元 年 11 月 、公 害 防 止 事 業

団 ・財 団 法 人 都 市 緑 化 基 金 」 

「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3

月 、環 境 庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 

「秋 季 の東 京 湾 の栄 養 塩 収 支 における谷 津 干 潟 の機 能

評 価 に関 する現 地 観 測  海 岸 工 学 論 文 集  Vol.55, No.2, 

Page1126-1130 (2008.10.10)」 

「平 成 １９年 度 都 市 部 の国 指 定 鳥 獣 保 護 区 「谷 津 干 潟 」

における渡 り鳥 類 の生 息 環 境 の保 全 に関 する研 究 委 託

業 務 報 告 書 、平 成 20 年 3 月 、特 定 非 営 利 活 動 法 人 日

本 国 際 湿 地 保 全 連 合 」 

「平 成 ２０年 度 都 市 部 の国 指 定 鳥 獣 保 護 区 「谷 津 干 潟 」

における渡 り鳥 類 の生 息 環 境 の保 全 に関 する研 究 委 託

業 務 報 告 書 、平 成 ２１年 ３月 、特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本

国 際 湿 地 保 全 連 合 」 

関 東 地 方 環 境 事 務 所  底 質 調 査 結 果 (2010・2011 年 度 ) 
【1993 年 】 

【1996 年 】 

地 形 の高 まり 

【2001 年 】 

【2011 年 】 

貝 殻 の分 布 域 の拡 大 （ほとんどがホンビノスガイ） 

出 典 (1993 年 ・1996 年 )：京 葉 測 量 株 式 会 社  撮 影  

強 熱 減 量 (有 機 物 の指 標 ) 
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※ 西 側 ・中 央 ・東 側 の区 分 は P1 参 照 。調 査 年 代 ・場 所 によってデータ数 は異 なり、データ数 が少 ないほど精 度 的 に劣 ることに留 意 を要 する。 
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場 所 別  場 所 別  

泥 の割 合 が徐 々に低 下  1990 年 代 に強 熱 減 量 が減 少  

データ数  データ数  3 4 4  14 7 9   3 4 10  7 5 23  4 4 4   21 11 10   2 3 6   6 4 20  

【2001 年 】 

 

カキ+ホンビノス＋アサリ混在 

カキ 
ホンビノス（泥地上に塊で点在） 

アサリ・ムラサキイガイ等小型貝混在 

【2011 年 】 

出 典 ：関 東 地 方 環 境 事 務 所  貝 殻 堆 積 調 査 結 果 (2011 年 9 月 ) 

N 

干 潟  

谷 津 川  

津 田 沼 高 校  

ホンビノスガイ 
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出 典 ：「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3 月 、環 境 庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 ※直 径 8cm のコアサンプラーを約 50cm 打 ち込 み、1 地 点 あたり 4 本 採 取 、1mm 目 の篩 いに残 った生 物 を分 析  

出 典 ：関 東 地 方 環 境 事 務 所 による底 生 生 物 調 査 結 果  ※直 径 10cm のコアサンプラーを約 20cm 打 ち込 み、1 地 点 あたり 9 本 採 取 、1mm 目 の篩 いに残 った生 物 を分 析  

【2011 年 9 月 】 

【1995 年 9 月 】 
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下 段 ：強 熱 減 量 (%) 

上 段 ：ｼﾙﾄ粘 土 含 有 率 (%) 

下 段 ：強 熱 減 量 (%) 
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泥 部 でカワゴカイ属 が優 占 、砂 泥 部 でアサリ（一 部 でホトトギスガイ）がみられる 

泥 部 ：底 生 生 物 少 ない 

全 域 でホソウミニナ、砂 泥 部 でアシナガゴカイ、ホンビノスガイが優 占  
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 ■底生生物の生息状況（冬季） 
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出 典 ：「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3 月 、環 境 庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 ※直 径 8cm のコアサンプラーを約 50cm 打 ち込 み、1 地 点 あたり 4 本 採 取 、1mm 目 の篩 いに残 った生 物 を分 析  

出 典 ：関 東 地 方 環 境 事 務 所 による底 生 生 物 調 査 結 果  ※直 径 10cm のコアサンプラーを約 20cm 打 ち込 み、1 地 点 あたり 9 本 採 取 、1mm 目 の篩 いに残 った生 物 を分 析  

【2012 年 1 月 】 

【1996 年 1 月 】 
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※カワゴカイ属

※カワゴカイ属

砂 泥 部 でアシナガゴカイ、泥 部 でカワゴカイ属 が優 占  
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出 典 ： 

「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3 月 、環 境

庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 

「東 京 湾 奥 部 に位 置 する潟 湖 化 干 潟 におけるアオサの栄 養 塩 類

吸 収 特 性  海 岸 工 学 論 文 集  Vol.48, No.2, Page1136-1140 

(2001.10.20)」 

「平 成 １３年 度  国 指 定 谷 津 鳥 獣 保 護 区 に係 る水 鳥 類 の採 餌 等

環 境 調 査  報 告 書 、(財 )日 本 野 鳥 の会 ・環 境 省 南 関 東 地 区 自

然 保 護 事 務 所 」 

「平 成 １４年 度  谷 津 干 潟 保 全 委 託 業 務 報 告 書 、(財 )日 本 野 鳥

の会 」 

「平 成 １５年 度  谷 津 干 潟 保 全 事 業 委 託 業 務 報 告 書 、(財 )日 本

野 鳥 の会 」 

「現 地 観 測 に基 づく春 季 の谷 津 干 潟 におけるアオサの流 入 特 性

海 洋 開 発 論 文 集  Vol.20, Page341-346 (2004)」 

「平 成 １８年 度  谷 津 干 潟 アオサ対 策 等 検 討 会 業 務  報 告 書 、平

成 18 年 9 月 、環 境 省 ・関 東 地 方 環 境 事 務 所 」 

「谷 津 干 潟 におけるアオサの繁 茂 特 性 に関 する現 地 調 査  海 洋

開 発 論 文 集  Vol.23, Page465-470 (2007.06.28)」 

「平 成 １９年 度  都 市 部 の国 指 定 鳥 獣 保 護 区 「谷 津 干 潟 」におけ

る渡 り鳥 類 の生 息 環 境 の保 全 に関 する研 究 委 託 業 務 報 告 書 、

平 成 20 年 3 月 、特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本 国 際 湿 地 保 全 連 合 」

「平 成 ２０年 度  都 市 部 の国 指 定 鳥 獣 保 護 区 「谷 津 干 潟 」におけ

る渡 り鳥 類 の生 息 環 境 の保 全 に関 する研 究 委 託 業 務 報 告 書 、

平 成 21 年 3 月 、特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本 国 際 湿 地 保 全 連 合 」

■アオサの分布状況 

アオサは 1991 年 に干 潟 内 で確 認 された。1990 年 代 は春 ～秋 に確 認 されていたが、2000 年 代 には冬 にも確 認 されるようになった。 
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（東側）流路への堆積 

（西側）流路への堆積 
底生生物相の変化 

(ｺﾞｶｲ類 からｺﾞｶｲ類 ・貝 類 ) 

 

シギ・チドリ類

の採餌環境

の変化 

シギ・チドリ

類の採餌

場の減少 

シギ・チドリ

類の餌の量・

質の変化 

外海（東京湾）の

生物相の変化 

陸域からの流

入の減少 

（全域） 

泥分減少(砂質化) 

（一部・干潮時） 

塩分の上昇 

（全域）ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ

(外来種)の増加 

周辺住民の 

生活環境の悪化 

淡水流入の

減少 

気温の上昇 

（泥部）ゴカイ類の

減少 

下水道整備 

道路・鉄道 

建設 

周辺埋立て 

土地利用の

変化(宅地化) 

（全域）ホソウミニ

ナの増加 

凡例 

環 境 変 化 (検 証 済 ) インパクト 影 響 経 路 (検 証 済 ) 

環 境 変 化 (検 証 未 ) 影 響 経 路 (検 証 未 ) 

環境変化の凡例 

底 生 生 物 の変 化  地 形 ・底 質 の変 化  

水 質 の変 化  海 藻 類 の変 化  鳥 類 の変 化  

流 れの変 化  

別種(ﾐﾅﾐｱ

ｵｻ)の侵入 

（東側）菊田川

水路の締切り 

（東側）北東水

面の埋立て 

（全域）底質中の 

有機物量の変化 

（中央） 

アオサの堆積・腐敗 

埋立時に 

堆積した 

泥の流出 

（カルバート） 

貝殻堆積 
（ｶﾙﾊﾞｰﾄ周辺）

流速上昇 
干潟の分断 

(カルバート) 

有機物供給

量の減少 

（東側）流れが

弱まった 

護岸整備 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ・矢板） 

干潟の囲いこみ

（閉鎖性水域） 

（流路周辺）貝

殻の付着・生長 

（谷津川合流

部）貝殻堆積 

（三角干潟） 

貝殻堆積 

（中央） 

アオサの繁茂 

（流路周辺） 

貝殻の蓄積 

（谷津川）堆積 

 

 

 

（東側）澪埋没 

（西側） 

地盤高低下 

（高瀬川）堆積 

（バラ園南東側）アオ

サの集積・吹き寄せ 

表層の嫌気化 

周辺環境の変化（外的要因） 

課 題 ① 

課 題 ② 

課 題 ③ 

課 題 ④ 

（バラ園南東側）

アオサの腐敗臭 

要 因 ① 

要 因 ② 

要 因 ③ 

要 因 ③ 

要 因 ④ 

要 因 ④ 

（中央） 

水温の上昇 

（西側） 

排水阻害 

(下げ潮時) 

太 字 の矢 印 は本 事 業 の調 査 ・ 検 討 にお

いて関 連 性 が強 いと考 えられた影 響 経 路  

＜参考５：インパクトレスポンスフロー＞ 
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